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１． 研究目的 
本研究の目的は次の 2 つである．第 1 に英文を

書く上で重要な 2 つの要素である結束性と理論の

一貫性の習熟度を高めるための基礎から応用へと

段階を踏んだ教材を開発すること，第 2 に，論理

的思考力と英語表現力を育成するための本学学生

に適したパラグラフ・ライティング力を育成する

ための教材を開発することである． 
 

２． 研究内容及び成果 
IT 時代に対応した発信として「書くコミュニケ

ーション」が注目を集めている．しかし，書く活

動の重要性はイーメールが書けるといった皮相的

なレベルで捉えるべきではない．書くことは学習

者の考える力を高める知的訓練でもある．「書く」

ことと「考える」ことは密接につながっており，

Reimes などは，作文は思考を意味するとまで述べ

ている．書くことは，まず自分の考えを産み出し，

その考えを表現し，さらにそれを吟味することに

よって自らの思考を徐々に洗練させていくという

高度な認知力の発達を促す行為といえる． 
コミュニケーションの力をつけるというと多く

の場合，話す力をつけることを思い浮かべがちで

あるが，話す力だけでなく，書く力もつけなけれ

ば本当の意味でのコミュニケーション力があると

はいえない．書くことは，日記のような自己対話

型のものを除けば，常に読み手があってなされる

行為である．書くことによって自分の考を相手に

伝え，その際できるだけ自分の考えが相手にわか

ってもらえるよう熟考して説明しようと努めるの

である． 
Widdowson は書くことは negotiation of meaning

の過程をたどると述べている．この negotiation of 

meaning は意味交渉と訳すことができ，コミュニケ

ーションそのものであるといえる．話すことにお

ける相手との意味交渉は，音声が前面に出て聞き

手と話し手が交互にやり取りをしながら行われる．

一方，書く場合は書き手一人が聞き手の役割も自

分で想定し演じながら進める．そして実際の読み

手がどのような人で，どのような考えを持ってい

るか書く際にはわからないことが多いために，書

き手は自分の考えを明確に伝えることをより意識

して深く考えながら書く作業をしなくてはならな

い．つまり，読み手に十分理解される内容を書く

ためには，意味交渉を通じて正確に内容が伝わる

ように細心の注意をはらわなければならないので

ある．読み手が内容を理解するためには，読み手

が容易に理解できるような文章構成になっていな

くてはならない．この文章構成法を学ぶためには，

英語のパラグラフ・ライティング学習が効果的で

ある． 
本研究では論理的に考え，書く力を育成するた

めの英語パラグラフ・ライティング学習の段階を

踏んだ教材を開発し，それを授業で使用して指導

することにより，クリティカル・シンキング力と

論理的に表現する力を効果的に育成することがで

きることを明らかにした． 
 
３． まとめと今後の課題 
最近は，パラグラフ・ライティングを扱う英語

教材も増えてきたが，それらの教材は，英語のパ

ラグラフの特徴を述べ，モデルとなる英語のパラ

グラフを示して，それに習う形でパラグラフを書

くといったものが主流である．学習者は 1 文 1 文

の正確さについては英語の授業で教わる．そして

市販のパラグラフ・ライティングの教材を使うと，
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1 文 1 文を書くセンテンスのレベルから一挙に英

語のパラグラフの書き方へと飛躍してしまう．論

理的思考力を育成するためには，1 文 1 文を書く

レベルから，まとまった英語の文章を書くパラグ

ラフへの橋渡しが必要である．この橋渡しの部分

を丁寧に扱う教材は残念ながらほとんどみあたら

ない．1 文からパラグラフへ無理なく丁寧に指導

することにより，「論理のつながり」や「まとまっ

た文章」ということを学習者に理解させることが

できる．今後も文レベルの学習からパラグラフの

学習へと橋渡しをする教材の開発を続けていく必

要がある． 
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